
高齢者の薬物療法の現状と課題
【現状】 高齢化の急速な進展により、高齢者への薬物療法に伴う問題が顕在化

• 高齢者が服用する薬剤数は、６０歳前後を境に低年齢層に比較して増大する傾向があり、７５歳以
上でより多い傾向がある。

• 多剤服用（ポリファーマシー）の患者は、複数の疾患を有しているために複数医療機関の受診傾向
がある。

• 通常成人の用法用量においても、高齢者では注意が必要となる副作用が存在する。また、高齢者
の生理的な機能や状態に基づく薬物動態により、増強される作用・副作用がある。

• 服用薬剤の種類が多くなることにより、特に６剤以上で、薬剤関連の有害事象の頻度が高くなる傾
向がある。

【必要な対策】

1. 高齢者の薬物療法に関する安全対策の充実
2. 高齢者の薬物療法に関する専門性の強化と多職種連携

3. 高齢者の薬物療法の安全性確保のため、医薬品の安全性情報の提供のあり方等の安全対策を推
進するに当たって必要な事項を検討

【国の動き】

厚生労働省では、平成２９年４月に「高齢者医薬品適正使用検討会」を設置し、高齢者の安全性確保
に必要な事項について、調査・検討を進めている。

⇒ 平成３０年５月２９日に「高齢者の医薬品適正使用の指針（総論編） 」を発出

⇒ 平成３０年度中に指針（詳細編） の発出を予定 1
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【厚生労働省】高齢者医薬品適正使用検討会

○ 高齢者の薬物療法の現状と分析
○ 高齢者の多剤服用対策のための指針作成

【福岡県】医薬品の適正使用促進連絡協議会

指針の普及促進 多職種の連携強化 高齢者自身の理解・意識向上

 指針の医療現場での活
用を図るため、医療関係
者への普及啓発の方策
を検討。

 お薬手帳等を活用した服
薬情報の一元的・継続的
な把握等、多職種連携に
よる情報共有の仕組み
づくり。

 高齢者自身が服薬に関
する意識を持てるよう、
医薬関係者からの適切
な情報提供や啓発につ
いて検討。

協議会を構成する医師会、薬剤師会等の関係団体を通じ、各医師、薬剤師等
へ周知を図る。
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